
５年生が蒔いた種もみも青々と成長し、田植えを待つばかりです。１年生が育てている朝顔は、大輪
の花を咲かせています。子供たちが育てている植物は、ぐんぐん成長しています。あずま南小の子供た
ちも植物に負けないくらい大きく成長しています。早いもので、１学期もまとめの時期になりました。
４月の初めに立てた目標は達成できたでしょうか。できたこと、できなかったことなど振り返って考え
ることは大切なことですので、ご家庭でも話題にしていただければと思います。

＊裏面もご覧ください

たくさんの地域の方、保護者の方、外部講師をお招きしています！
６月は、地域の方、保護者の方、外部講師の方にご指導やご協力をいただく場面がたくさんありました。

１年生：読み聞かせ（しろつめ草の会）
２年生：さつまいも植え（髙橋さん）、町たんけん（保護者）
３年生：万引き防止教室（群馬県警察本部）
４年生：落語（三遊亭ぐんま さん）
５年生：米作り（佐々木さん）

あずま南小いじめ防止スローガン
「思いやり、助け合い 笑顔の絶えない楽しい学校」
６月は、４・５・６年生の各学級でいじめ防止の取組について考え、６月２０日のいじめ防

止集会で発表しました。１～３年生は、その発表を聞き、いじめを起こさな

いためにできることを学活の時間に話し合います。

あずま南小では、「いじめ防止基本方針」（ HP 掲載）に基づき、いじめ
防止に向けた取組の充実を図り、「いじめは、絶対にしてはいけない」とい

う指導をしています。しかし、いじめの根絶は、学校だけで完結できるもの

でなく、家庭、地域、関係機関が一体となって取り組むことが大切です。子

供社会の問題は、大人社会の問題ともいわれています。私たち大人が

「いじめのない社会を作る」という認識の共有が必要です。

ご家庭でも、自分がされて嫌なことは友達にしないこと、普段からやさ

しい言葉をつかうこと、悪口を言わない、自分を大切にすることや周りの

人も同じように大切にすることなど話題にしてください。

～いじめ防止の取組例～

・ふわふわ言葉をつかう

・思いやりのある言葉をつかう

・ほめる

・友達の良いところを探す

・悪口は言わない

・言う前に考える

・仲間はずれをしない

・クラスの雰囲気を明るくする

・いじめ防止のポスターを作る
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７月、８月、９月の行事予定
7月1日(月)国語コンテスト 7月19日(金)１学期終業式 9月2日(月)2学期始業式
7月2日(火)算数コンテスト (給食あり13:00下校） (給食あり13:00下校)
7月3日(水)委員会 7月22日～8月31日 夏休み 9月4日(水)委員会
7月4日(木)運動集会 7月25日(木) 9月18日(水)クラブ
7月5日(金)田植え(5年) あずま地区水泳教室 9月19日(木)校外学習(3年)

未来力生き方講座(6年) (5・6年代表者) 9月20日(金)校外学習(2年)
7月8～12日5時間授業14:40下校 7月27・28日(土・日) 9月26日(木)校外学習(5年)
7月17日(水)クラブ 臨海学校(5年) 9月30日(月)校外学習(4年)
7月18日(木)大掃除14:30下校 8月28日(水)

夏休み課題提出日

熱中症予防、ご協力お願いします！

☆日中の気温が25℃を超える日も増え、朝晩と日中の寒暖差が大きく、体調を崩しやすい時期です。暑さに慣れ

ていない時期とマスク着用により熱の放散が妨げられることなどにより、熱中症の危険性が高くなります。

熱中症予防のご協力、よろしくお願いいたします。

①朝食をしっかり食べる ②睡眠をたっぷりとる ③登校前の健康観察

④水分補給（水筒の持参） ⑤休み時間や登下校時の帽子着用

令和６年度 あずま地区学府連携協議会

あいさつ運動・交通安全運動

あずま地区学府連携協議会は、区長会、老人クラブ、体育

推進協会、民生委員、青少年推進育成委員、子育連、PTA、

学校で構成され、学校と地域がパートナーとして「連携・協

働」するためにあずま中学校区に設置されています。

6月24日(月)に第1回「あいさつ運動・交通安全運動」を

実施しました。あずま南小の本部委員会も校門の前で、あいさ

つ運動に参加しました。

国語コンテスト・算数コンテスト がんばりました！
7月1日(月)、7月2日(火)に国語コン

テスト・算数コンテストを行いまし
た。コンテスト合格に向けて、日々練
習問題に取り組んだ成果が発揮された
でしょうか。
小学校では、単元の学習が終わると

テストを行っています。なぜテストを
するのでしょうか。およそ次の５点に

集約できます。①児童の能力を知るため②成績をつけるため③教師自身の指導の振り返りのため④児
童自身が自分の理解度を確認するため⑤勉強させるため
大切にしたいのは、④ではないかと思います。テストをしたことで、自分のできるところとできな

かったところがわかり、特にできなかったところをできるようにしていくことが大切と思います。
お子さんがテストを持ち帰った際は、点数にこだわってしまいがちですが、できなかったところが

その後できるようになっているか一緒に確認していただけるとありがたいです。




